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資料：毎日新聞，昭49．12．24
（注）「国の施設基準」は民間のものも合わせたうえでの基準である。
る基準からみても，ほど遠いものがある。またスポーツ活動を推進することにおいては施設だけで
は不可能であり，指導者，仲間（組織），クラブ，プログラムといった諸々の条件の複合的結合が
必要とされる。
　2．　スポーツの生活化とスポーツプログラムースポーツクラブ
　スポーツを生活の中に定着化させる方法については，二つの側面から検討することが出来る。ま
ず第一には，個人の生活時間の消費構造に表現された，個々人のスポーツに対する価値認識からく
る自由時間におけるスポーツのための時間消費の側面からである。第二に外的条件整備によるスポ
ーツ活動への誘導である。
　自由時間の費消方法の中に，定期的にスポーツが組み込まれる為には，．どのような認識過程を経
るのであろうか。最初に，人間にとってスポーツ文化の持つ意義についての認識がそこに存在す
る。その意義認識の方法は個人によってそのインパクトは多様であろう。生産力の発展に伴う欲望
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国民スポーッの発展と国家・地方自治体の行政的援助（1）
一要求の拡大からスポーッそのものへの要求の高まり。スポーツによる時間的・空間的支配の拡大
→自由への拡大。社会的環境の劣悪化に伴う生存の危機を認識し，その身体的課題をスポーッによ
って解決を迫る。こうした，さまざまなインパクトからスポーツの価値を認識するに到り，自由時
間の費消の中にスポーツを定着させてゆく。
　しかし，他方では，スポーツの価値を認識だけでは，自由時間の中においてスポーツに費消する
行動は興せない。外的な条件整備がそこには必要となるのである。施設・指導者・プログラム・ク
ラブ・仲間等の要素が結合されてはじめてスポーツ活動は可能になる。施設については前章で検討
されたので，指導者，プログラム・クラブ・仲聞の諸点について考察をする。
　仲間がいない個人がスポーツ活動に参加する際に，最も簡単なのは，行政主導型のスポーップロ
グラムに参加することである。しかしこのスポーツプログラムは単発的で継続性のないものが多
い。その上，スポーッ技術を系統的に追求できない。しかし一人でも参加でき，時間を選択できる
長所が存在する。次に，スポーツ教室がある。これも行政サイドならびに商業べ一スによる他律的
プログラムである。しかし，ここには技術を系統的に指導してくれる指導者が配置されている。こ
こでは国民のスポーツ要求の大半を消化してくれる。しかし参加者が受動的・消費的になり，自主
的にスポーッ活動に取り組み，自主的なクラブ形成に向うエネルギーが湧いてこない欠点がある。
三鷹市の例が，地域社会のスポーツ運動の典型としてしばしば登場するが，この市の先見性はスポ
ーッ教室を自己完結させずにスポーツクラブ形成へ方向づけ指導したところにある。次にこうして
形成された，自主的・民主的スポーツクラブが外的・物的条件の貧困さに直面し，この貧困さを克
服する方法として，貧困の社会的原因を探求し，その原因を社会認識一般と統一させ，スポーッ運
動として，その課題解決を迫るという段階に到達する（19）。これらのスポーツクラブの構成員の行
動は要求一運動一権利認識へと昇華してゆく。こうした過程を経てスポーツを生活の中に定着させ
てゆくのである。ここに国民スポーツの真の担い手が誕生してくるのである。
結 ぴ
　近代スポーッは，悲惨な工場労働者の対極として，豊かな富と自由時間を獲得したブルジョワジ
ーとその子弟達に担われて発達した。その身体運動の中に彼らの持つ精神〈近代市民社会・資本主
義〉を反映させルールやマナーを形成していった。そしてそれらのスポーッ活動には，国家からの
自律・私事性の強調やアマチュアリズムの理念などから，国民大多数の労働者をスポーツの世界か
ら排除していった。また労働者にとっても連日の過酷な労働の中にあって，スポーツ活動に参加す
る状態ではなかった。こうした近代スポーツに内在する栓桔を如何に打破し，今日の「国民スポー
ッ」の発展を是認させ，積極的に国家・自治体の援助を引き出してきたのか。それは国民一労働者
自身の労働運動をはじめとする諸運動による標準労働日の制定一労働時間短縮一余暇権の確立とい
った過程の中から広く国民に，スポーツに参加できうる客観的・社会的条件を切開いて行ったこと
が存在する。また産業革命等の発展の中から，児童労働による児童の身体的奇型化を促進した。こ
の状態は成人労働者にもおよび，ぎりぎりの生存を支えるたあの，人間の身体に危機的状況をもた
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らした。こうした人間の身体を保全する為に何らかの身体運動が必要になってきた。わずかながら
も獲得出来た自由時間の中にスポーッ活動を組み込んでゆかねばならない，切実な状況がそこに存
在した。これらの事態はレクリエーションムーブメントを促進させ，バスケットボールやバレーボ
ールといった新らしい運動文化を創造させていった。また人間の身体を疎外する社会的環境を変革
しなければ本質的解決は不可能であるという認識の中から，政治的にこの問題の解決を迫ることに
なった。こうした動きの中から「国民」の身体を保全し，健康な生活を送ることは，行政的援助を
もってしなければ，国家の存亡にかかわるという認識が為政者の側にも理解されていった。ここ
に，私事性の強調からくる受益者負担論は打破されてゆくのである。
　国民の側も，あまりに貧困なスポーツ政策の中から，従来の恩恵的に国家・地方自治体の行政を
うけとめてきた状態から，国民自身が権利の主体であるという認識が高まってきている。これらの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム－ブメント認識の上に立ち個人的要求を組織し，スポーッ運動によってより一層の「国民スポーツ」の普及
を計ろうとしつつある。この要求に対し，国家地方自治体が真摯な努力を続けることが今日では世
界的潮流となっている。
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Progress　of　sports　for　all　and　administrative　support
　　　　　　　　of　a　government　and　public　authorities
Zenichi　Terashima
　　　　Modern　sports，　developing　with　the　industrial　revolution，　is　the　physical　activity　that　the
capitalist　classes　could　participate　in　as　they　made　fortun　and　was　stablized　and　got　free
time．　The　sports　was　enjoyed　individualy　and　the　labor　could　not　participate　in　it．‘‘Sports　is
the　pleasure”　has　been　remained　as　a　general　idea　of　Sports　up　to　date．
But，　European　Sports　for　all　charter　an　indivisual　have　the　right　to　participate　in　sports　and
agovemment　and　public　authorities　shall　encourage‘‘Sports　for　AII”．
The　present　sports　is　quite　different　from　that　of　modern　times．
Why　each　individual　can　get　the　right　to　do　sports　？
??
2
??
，
Manufacturing　Acts　were　settled　after　the　industrial　revolution　and　even　the　Iabor　could
have　free　time．
Vocational　disease　broke　out　with　the　Iabor　in　the　industrial　revolution．　This　caused　the
necessity　of　sports．
Agovernment　attached　importance　to　an　individual　health．
Each　government　and　public　anthorities　shall　assure　the　individual　health，
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